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平成２８年１１月にＪＲ北海道が「当社単独では維持することが困難な

線区」として１０路線１３線区を発表してからまもなく３年が経過する。

この間，沿線市町村などの地域は線区毎に存続に向けた協議や様々な利

用促進事業を実施してきた。

また，ＪＲ北海道に対して令和元年度から２年間の臨時的・緊急的支援

を実施するとの北海道からの提案に沿線市町村は同意したところである。

しかし，これはあくまでも臨時的な措置であり，抜本的な解決策としてこ

の臨時措置後の支援スキームを今後２年間で構築しなければならない状況

となっている。

鉄路存続のためには，まず地域が鉄道をより利用する必要がある。旭川

市においても，存続に向けてより多くの市民にこの状況を知ってもらい，

ＪＲを利用する機会を増やしてもらうことが大変重要であり，地域が一体

となってこの問題に取り組む契機とすることを目的にフォーラムを開催す

る。

■鉄道利用フォーラム～乗って発見！鉄道の魅力～

日時：令和元年１１月１２日（火）18:00～20:00
場所：旭川市神楽３条７丁目「大雪クリスタルホール国際会議室」

内容：基調講演「鉄路存続に向けて住民がするべきこと」

講師 北海道大学大学院准教授 岸 邦宏 氏

特別講演「ズウさんのより道まわり道・どんどこ汽車の旅」

講師 スタジオ・ズウ代表 道中作文画家 渡邊 俊博 氏

添付資料
有 ・ 無

※ チラシ添付

報道（取材）に当

たってのお願い

備 考



令和元年

会場：旭川市大雪クリスタルホール

「国際会議場」　
（旭川市神楽3条7丁目）

旭川市地域振興部都市計画課  (電話:0166-25-9851)　

入場無料
定員300名

＜お問合わせ・お申込先＞

第２部

第１部

・助成制度の紹介

・基調講演「鉄路存続に向けて住民がするべきこと」

　　　講師：北海道大学大学院准教授　岸　邦宏　様

・特別講演「ズウさんのより道まわり道・どんどこ汽車の旅」

　　　講師：道中作文画家　渡邊　俊博　様

（開場　17:30～）　

JR北海道車内誌でお馴染み
のズウさんがやってくる！

訪れた道内各地の魅力をほのぼのとした文章と絵で
伝える「道中作文画家」として活躍する。長年ＪＲ北
海道車内誌に連載していたことでも有名。愛称「ズウ
さん」。夕張市出身，71歳。

北海道大学大学院工学研究科助手，助教を経て
2008年から現職。専門は交通計画，都市計画，交通
工学。北海道運輸交通審議会の副会長も務めてい
る。北海道出身，48歳。


